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「
令
和
元
年
を
迎
え
て
」

開
催
準
備
の
状
況

《
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
》

　「
県
民
に
愛
さ
れ
、
県
民
が
誇
れ

る
、
県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
拠

点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
26

年
よ
り
計
画
を
ス
タ
ー
ト
。

　
昨
年
ま
で
に
、
軟
式
野
球
場
や

ラ
ク
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
場
等
順
次

完
成
。
今
年
７
月
に
ナ
イ
タ
ー
照

明
付
栃
木
県
営
本
球
場
完
成
。

　
新
武
道
館
（
今
年
11
月
）
、
新

ス
タ
ジ
ア
ム
（
屋
根
付
き
２
５
０

０
０
人
収
容
・
来
年
４
月
）
、
新

体
育
館
・
屋
内
水
泳
場
（
再
来
年

１
月
末
）
の
予
定
で
順
調
に
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

《
競
技
役
員
の
養
成
計
画
》

　
審
判
や
競
技
運
営
業
務
に
携
わ

る
、
競
技
団
体
公
認
の
審
判
資
格

取
得
者
を
、
新
た
に
１
２
０
０
人

程
度
養
成
し
、
県
内
有
資
格
者
を

倍
増
し
た
い
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

　
広
報
・
運
営
・
情
報
支
援
・
選

手
団
サ
ポ
ー
タ
ー
等
、
手
話
・
要

約
筆
記
、
介
助
な
ど
を
含
む
大
会

運
営
に
必
要
と
さ
れ
る
、
１
万
人

を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
順
次

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

《
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
》

　
こ
れ
ま
で
も
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
い
ち
ご
一
会
」
・
ダ
ン
ス

「
い
ち
ご
一
会
ダ
ン
ス
」
に
よ
る

普
及
啓
発
や
、
「
い
ち
ご
一
会
募

金
」
の
実
施
な
ど
、
国
体
に
向
け

た
「
い
ち
ご
一
会
」
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　
こ
の
夏
か
ら
は
、
現
在
募
集
し

て
い
る
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
ダ
ン
ス
講

習
会
を
開
催
し
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
・
ダ
ン
ス
の
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
く
。
11
月
４
日
に
は
、
国
体

開
催
３
年
前
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
す

る
な
ど
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。

《
競
技
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
》

　
平
成
26
年
５
月
に
設
置
し
た
、

第
77
回
国
民
体
育
大
会
栃
木
県
競

技
力
向
上
対
策
本
部
が
中
心
と
な

り
、
競
技
力
向
上
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
「
組
織
体
制
の
整
備
・
拡

充
」
、
「
選
手
の
発
掘
・
育
成
・

強
化
」
、
「
指
導
者
の
養
成
・
資

格
の
向
上
」
、
「
競
技
力
向
上
の

た
め
の
環
境
整
備
」
を
４
つ
の
柱

の
も
と
、
天
皇
杯
・
皇
后
杯
獲
得

に
向
け
て
、
総
合
的
・
計
画
的
に

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

《
第
　回
全
国
障
害
者

　ス
ポ
ー
ツ
大
会（
障
ス
ポ
）》

　
障
ス
ポ
は
、
国
体
本
大
会
の
直

後
に
３
日
間
で
開
催
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
会
期
は
10
月
29
日
か
ら

31
日
の
３
日
間
と
決
定
し
た
。

《
結
び
に
》

　
今
回
の
開
催
決
定
を
受
け
て
、

令
和
４
年
の
国
体
イ
ヤ
ー
に
向
け

栃
木
が
動
き
出
し
た
。

　
栃
木
の
魅
力
と
実
力
を
国
内
外

に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
公
私
に
わ
た
り
ご
指

導
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

新たなステージへ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所
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編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
毎
年
母
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
農
大

生
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
を
頂
く
が
、

今
年
は
５
月
７
日
に
県
庁
を
訪
ね
て

く
れ
た
。そ
の
時
あ
る
記
者
さ
ん
か

ら「
知
事
か
ら
最
近『
あ
り
が
と

う
』と
言
わ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
」

と
聞
か
た
。咄
嗟
の
こ
と
に
戸
惑
い

な
が
ら「
昨
年
、35

周
年
を
祝
う
会
で

の
挨
拶
の
中
で

『
あ
り
が
と
う
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
直
接
言
っ
て

欲
し
か
っ
た
で
す

ね
」と
答
え
た
。

　
夕
食
時
に
そ
の

話
を
す
る
と
夫
か
ら「
い
つ
も
手
紙

に
書
い
て
る
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
そ
う
言
え
ば・・・夫
は
何
か
あ
る

と
手
紙
を
書
い
て
く
れ
る
。
便
せ

ん
に
数
枚
で
あ
っ
た
り
、一
筆
箋
に
数

行
で
あ
っ
た
り
。最
近
で
は「
美
味

し
い
お
に
ぎ
り
毎
日
あ
り
が
と
う
！

元
気
に
働
け
る
の
も
そ
の
お
陰
。

感
謝
！
感
謝
！
感
謝
！
」と
書
い
た

一
筆
箋
が
お
弁
当
の
袋
の
中
に
入
っ

て
い
た
。す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た（
笑
）。

　
我
が
家
の
ま
ー
く
ん（
黒
パ
グ
）

も
１
歳
に
な
っ
た（
写
真
は
夫
の
誕

生
日
で
）。や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
は
相
変

わ
ら
ず
で
、庭
や
家
の
中
を
元
気
に

走
り
回
っ
て
い
る
。散
歩
が
好
き
で
、

す
ご
い
力
で
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
私

は
早
朝
、夫
は
帰
宅

後
、総
合
運
動
公
園

を
30
分
ほ
ど
歩
い
て

く
る
の
が
日
課
と
な
っ

た
。
ま
ー
く
ん
の
お

陰
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
二
男

陽
の
選
挙
で
は
大
変

お
世
話
に
な
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
支

援
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
う

べ
く
、宇
都
宮
市
の
一
層
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。変
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
半
年
間

の
福
田
知
事
は
、

１
月
は
平
成
最
後
の「
歌
会
始
の
儀
」

に
参
列
し
、
２
月
は
天
皇
陛
下
即
位

30
年
の
宮
中
茶
会
に
招
か
れ
代
表
で

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
５
月
に

は
「
大
嘗
祭
」
で
使
う
コ
メ
の
産
地

に
亀
卜
で
栃
木
県
が
選
ば
れ
た
。
知

事
就
任
以
来
、
節
目
節
目
の
行
事
に

立
ち
合
っ
て
き
た
福
田
知
事
だ
が
、

何
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

　
５
月
１
日
よ
り
令
和
の
御
代
と

な
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。

平
和
で
穏
や
か
な
世
の
中
が
続
き
、

県
民
誰
も
が
、
夢
や
希
望
が
叶
い
、

県
勢
も
益
々
発
展
す
る
令
和
の
時

代
を
願
い
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
７
月
末
に
は
上

皇
・
上
皇
后
両
陛
下
が
那
須
に
行

幸
啓
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
お
元
気
な

御
姿
を
拝
見
し
、
お
出
迎
え
・
お

見
送
り
に
も
熱
が
入
っ
た
。

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

正
式
決
定

　
７
月
17
日
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
第
77
回

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
の

開
催
（
こ
れ
ま
で
は
内
定
）
と
、

期
間
を
10
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で

の
11
日
間
と
す
る
こ
と
が
正
式
決

定
さ
れ
た
。

　
昭
和
55
年
の
第
35
回
大
会
「
栃

の
葉
国
体
」
以
来
42
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
。

　
本
大
会
に
先
が
け
て
、
冬
季
大

会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
・
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
会
を
、
世
界
遺
産
の

あ
る
日
光
市
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
令
和
４
年
の
栃
木
県
は
ま

さ
に
国
体
イ
ヤ
ー
と
な
る
。

　
さ
ら
に
は
、
国
体
の
名
称
で
行

わ
れ
る
最
後
の
国
民
体
育
大
会
と

い
う
こ
と
も
特
徴
の
１
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
　

　
令
和
４
年
の
開
催
に
向
け
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す

様
々
な
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
競
技
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

栃
木
に
集
う
多
く
の
方
々
の
記
憶

に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
栃
木

県
の
総
力
を
挙
げ
て
大
会
の
成
功

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
は
２
月
17
日
、

ホ
テ
ル
東
日
本
を
会
場
に
２
８
０

ゆ
り
の
会
新
年
会

尾
瀬
沼
ハ
イ
キ
ン
グ

余
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
来
賓
の
先
生
方
や
県
会
議
員
、

市
会
議
員
の
夫
人
方
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
い
た
後
、
福
田
知
事
が
直
近

１
年
間
の
県
政
を
報
告
。
亥
年
の

選
挙
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

華
や
か
な
中
に
も
緊
張
感
が
漂
う

雰
囲
気
の
な
か
会
は
進
行
し
た
。

　
乾
杯
の
後
の
余
興
は
、
大
学
生

の
内
藤
千
裕
さ
ん
が
得
意
の
マ
ジ

ッ
ク
を
披
露
し
て
く
れ
た（
写
真
）。

抽
選
会
や
写
真
撮
影
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
に
会
は
終
始
和
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
と
み
か
ず
サ

ン
バ
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

　
今
年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
７
年
ぶ

り
に
尾
瀬
沼
へ
。
６
月
９
日（
日
）、

雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
あ
い

に
く
の
天
候
の
中
、
80
名
余
の
参

加
者
は
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
一

路
尾
瀬
沼
へ
向
か
っ
た
。

　
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
御
池
駐
車

場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換

え
30
分
ほ
ど
で
沼
山
峠
へ
到
着
。

　
登
山
道
入
り
口
か
ら
尾
瀬
沼
ま

で
木
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
随
分

歩
き
や
す
く
な
っ
た
が
、
６
月
上

旬
と
い
う
の
に
木
道
に
は
残
雪
が

あ
り
か
な
り
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
て
、
滑
っ
て
転
ん
だ
方
に
は
お

気
の
毒
だ
っ
た
。

　
湿
原
で
は
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
・

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
・
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
等
が
見
頃

を
迎
え
て
い
た
。

リビングとちぎの取材に応じる福田知事＝県庁応接室）

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

福
田
知
事
に
牛
乳
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
す
る
内
藤
千
裕
さ
ん（
左
）

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

2019年度 下半期の行事予定
知事と語る会　　　日 時 ： 11月ごろ
       　  　　　　　場 所 ： 未定
  　　       ※日時・場所等決まり次第お知らせ致します。
もちつき大会　　　日 時 ： 12月１日（日）
　　　　　　　　　場 所 ： 今宮１丁目公園
　　　　　　　　　会 費 ： 大人 300円 子ども100円
ゆりの会新年会　　日 時 ： 令和２年２月16日(日)
    (女性のみ）　　　 場 所 ： ホテル東日本宇都宮
　　　　　　　　　会 費 ：  5,000円

文化講演会のお知らせ
講　師　家 田 荘 子 さん
　　　　　　（作家・僧侶）
演　題 「取材現場から」
　　　　  ー私の出逢った人たちー
日　時　９月30日（月）
    　   　  午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　１，０００円
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参
加
者
は
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
広
大
な
湿

原
の
尾
瀬
を
満
喫
し
た
。

《
知
事
が
撮
影
し
た
３
枚
の
写
真
》

【
左
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
三
平
下
に
向
か
っ
て
少
し

　
　
　
歩
く
と
ま
た
水
芭
蕉
が
群

　
　
　
生
し
て
い
た
　

【
右
下
】
大
江
湿
原
か
ら
尾
瀬
沼

　
　
　
へ
向
う
参
加
者

【
左
下
】
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
の
下
で
可

　
　
　
憐
に
咲
く
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
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モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
観
光
資
源
を
掘

り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
、
日
本
一

の
お
も
て
な
し
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
」
と
総
括
。
「
こ
れ

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
。
Ｄ
Ｃ
の

目
標
で
あ
る
『
観
光
で
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
』
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
東
武
鉄
道
と

県
が
協
力
し
て
展
開
し
て
き
た
国

内
最
大
規
模
の
観
光
企
画
「
本
物

の
出
会
い 
栃
木
」
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）。

２
０
１
７
年
の
「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
、

18
年
の
「
本
Ｄ
Ｃ
」
に
続
き
、
今

年
の
「
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
」
と
、
３

年
間
に
わ
た
っ
た
本
県
の
Ｄ
Ｃ
が

幕
を
閉
じ
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
県
な
ど
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東
地

方
知
事
会
の
定
例
会
議
が
５
月
22
日
、
東

京
都
内
で
開
か
れ
、
国
へ
の
施
策
や
予
算

に
関
す
る
提
案
・
要
望
な
ど
12
項
目
を
決

め
た
。

　
福
田
知
事
は
、
県
が
４
月
19
日
に
立
ち

上
げ
た
外
国
人
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
件
数
が
１
カ
月
で
１
７
２
件
に

上
が
っ
た
例
を
挙
げ
、
「
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
総
合

的
な
方
針
を
新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
関
係
機
関
が
情
報
共
有
や

相
互
連
携
を
図
る
総
合
調
整
の
場
を
国
の

　
「
ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」

（
４
月
〜
６
月
ま
で
開
催
）の
オ
ー

多
文
化
共
生
へ 

施
策
提
案

◇
１
月
１
日
　
皇
居
／
新
年
祝
賀
の
儀
参
列

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
を
前
に
年
頭
訓
示

／
「
職
員
１
人
ひ
と
り
が
広
報
課
と
し
て

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
」

◇
１
月
15
日
　
「
い
ち
ご
王
国
」
１
周
年
祝

う
／
「
イ
チ
ゴ
と
言
え
ば
栃
木
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
。

◇
２
月
21
日
　
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
出

発
式
／
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い

て
乗
り
心
地
が
良
い
」
と
知
事
。

◇
２
月
26
日
　
宮
中
茶
会
に
参
列

／
代
表
で
お
祝
い
の
お
言
葉
を

述
べ
る
。

◇
３
月
２
日
　
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
梅
田

地
下
街
で
「
い
ち
ご
王
国
・
栃

木
フ
ェ
ア
in
大
阪
」
／
「
う
ま

い
で
〜
栃
木
の
イ
チ
ゴ
」

◇
３
月
９
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
「
ア
フ
タ
ー

Ｄ
Ｃ
」
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
／
「
今
年

も
栃
木
を
宜
し
く
」
と
知
事
。
　

◇
３
月
10
日
　
宇
都
宮
向
田
線
バ
イ
パ
ス
全

線
開
通
／
「
物
流
の
効
率
化
や
地
域
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
」

◇
３
月
14
日
　
天
皇
陛
下
即
位
3
0
年
県
民

の
集
い
／
「
県
民
は
両
陛
下
に
深
い
敬
愛

と
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

◇
４
月
１
日
　
新
採
用
職
員
に
訓
示
／
「
若

い
力
、
新
し
い
発
想
で
、
栃
木
を
勢
い
づ

け
る
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
」

◇
５
月
１
日
　
令
和
へ
の
改
元
に
合
わ
せ
、

知
事
謹
和
／
「
ご
即
位
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
」

◇
５
月
19
日
　
国
道
宇
都
宮
高
根
沢
バ
イ
パ

ス
一
部
開
通
／
「
物
流
の
効
率
化
、
地
域

間
交
流
の
促
進
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
。

◇
５
月
31
日
　
大
阪
市
内
で
関
西
栃
木
県
人

会
／
「
栃
木
県
の
魅
力
を
関
西
に
広
め
て

い
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
」
と
挨
拶
。

◇
６
月
24
日
　
内
閣
府
／
中
根
内
閣
府
副
大

臣
に
地
方
創
生
の
推
進
を
要
望
。

◇
６
月
28
日
　
農
水
省
／
吉
川
農
相
に
、
新

食
肉
セ
ン
タ
ー
稼
働
控
え
、
牛
肉
輸
出
、

早
期
実
現
を
要
望
。

◇
６
月
29
日
　
日
光
道
・
篠
井
Ｉ
Ｃ
開
通
／

日
光
道
の
意
義
に
触
れ
「
本
県
産
業
・
観

光
振
興
を
支
え
る
重
要
な
道
路
」
と
挨
拶
。

関
東
地
方
知
事
会

「
パ
ラ
駅
伝 
ｉｎ 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
９
」で
優
勝

11
言
語
で
雇
用
な
ど
支
援

外
国
人
向
け
相
談
窓
口
開
設

魅力実力 全国へ発信
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
と
ち
ぎ
へ

磨
き
上
げ
た
観
光 
満
喫
を

医
療
担
う
学
生
に
エ
ー
ル

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

福
田
知
事
、独
協
医
大
で
講
義

東奔西走の日々東奔西走の日々
主
導
で
設
け
る
こ
と
や
、
日
本
語
や
日
本

社
会
の
生
活
習
慣
な
ど
を
学
べ
る
機
会
を

提
供
す
る
公
的
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
た
。

　
会
議
後
、
福
田
知
事
は
「
国
と
県
や
市

町
村
の
役
割
分
担
も
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
部
分
を
明
確
に
し
、
真
の

共
生
社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。

３
月
14
日
、天
皇
陛
下
の
ご
即
位
30
年
を
祝
う
県
民
の

集
い
で
挨
拶
す
る
福
田
知
事
＝
宇
都
宮
市
文
化
会
館

県
チ
ー
ム
「
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
と
ち
ぎ
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
五
輪
卓
球
で
「
金
」

薄
井
選
手
に
２
度
目
の
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
６

日
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
で
行
わ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
あ
い
さ
つ
で
、
夜

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
明
か
り
で
彩

る
な
ど
２
３
３
の
特
別
企
画
を
用

意
し
た
と
説
明
。
「
国
内
外
の
お

客
さ
ま
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
を
行
っ
て
き
た
。
県
民

の
皆
さ
ま
に
は
お
も
て
な
し
と
、

栃
木
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

Ｄ
Ｃ
３
年 

賑
や
か
に
幕

 

知
事「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」

　
「
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
」
が
６
月
30

日
、
最
終
日
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
小
山

駅
で
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
セ
レ

とちぎ外国人相談サポートセンターの
看板を掲げる福田知事（左）

２度目のスポーツ功労賞を受賞した薄井さん（左）

ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
開
催
を
記
念
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る

福
田
知
事（
中
央
）ら
＝
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

　
県
が
４
月
か
ら
始
め
る
「
よ
う
こ
そ
赤

ち
ゃ
ん
！
支
え
愛
（
あ
い
）
事
業
」
は
、

県
内
の
全
て
の
母
親
が
地
域
全
体
で
子
育

て
を
応
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
県
や
市
町
、
企
業
が
連
携
し
な

が
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
も
の
。

　
２
月
４
日
、
県
と
県
市
長
会
、
県
町
村

会
、
花
王
（
東
京
都
中
央
区
）
は
事
業
の

推
進
に
関
わ
る
連
携
協
定
を
県
庁
で
締
結
。

花
王
栃
木
工
場
（
市
貝
町
）
で
作
ら
れ
た

「
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
！
支
え
愛（
あ
い
）事
業
」

紙
お
む
つ
を
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
袋
を
、

市
町
を
通
じ
て
贈
る
。

　
３
月
25
日
に
は
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食
品

（
東
京
都
渋
谷
区
）
が
県
庁
で
締
結
式
を

行
い
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。
栃
木

さ
く
ら
工
場
で
作
ら
れ
た
乳
幼
児
向
け
麦

茶
を
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
箱
贈
る
。

　
福
田
知
事
は
「
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
は
意
義
深
い
。
事
業
に
よ

っ
て
、
産
後
間
も
な
い
母
親
へ
の
支
援
が

進
む
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
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|
|

　
東
京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
陸
上

競
技
場
で
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
パ

ラ
駅
伝
　
ｉ
ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
９
」

で
栃
木
県
チ
ー
ム
「
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
と
ち

ぎ
」
が
３
連
覇
を
果
た
し
た
。
パ
ラ
駅
伝

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
あ
る
ラ
ン
ナ
ー

や
健
常
者
の
ラ
ン
ナ
ー
９
人
（
伴
走
者
含

む
）
の
チ
ー
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝

で
、
４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に

は
海
外
も
含
め
て
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　
優
勝
メ
ン
バ
ー
は
走
順
に
、
岩
池
優
希

と
伴
走
者
の
高
久
亮
、
仲
井
真
大
、
薄
井

遥
珈
、
日
向
野
聖
隆
、
奥
山
春
奈
、
浅
野

俊
也
、
宇
佐
美
佳
菜
、
増
渕
倫
巳
の
９
選

手
。
メ
ン
バ
ー
は
４
月
26
日
に
県
庁
を
訪

れ
福
田
知
事
に
優
勝
を
報
告
。
服
部
監
督

は
「
１
人
ひ
と
り
が
実
力
を
発
揮
し
互
い

に
カ
バ
ー
し
合
っ
て
優
勝
で
き
た
」
と
話

し
、
福
田
知
事
は
「
ぜ
ひ
来
年
の
Ｖ
４
に

向
け
て
鍛
錬
し
て
下
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

パ
ラ
駅
伝
で
３
連
覇
を
果
た
し
た
「
ベ
リ
ー
グ
ッ

ド
と
ち
ぎ
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
知
事

いちご王国の「国王の衣装」で登場した福田知事

協定を結び、子供に贈る紙おむつなどを持つ、
（左から）古口町村会会長、福田知事、河尻花王
栃木工場長、佐藤市長会会長＝県庁

アサヒグループ食品と協定書を
取り交わした締結式＝県庁

獨協医大で講義する福田知事

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す

る
、
改
正
出
入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
が

４
月
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
県
は
４

月
19
日
、
宇
都
宮
市
の
と
ち
ぎ
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
内
に
「
と
ち
ぎ
外
国
人
相
談
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　
英
語
や
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
を

話
せ
る
相
談
員
が
所
属
し
、
最
終
的
に
は

タ
ガ
ロ
グ
語
な
ど
を
加
え
た
11
言
語
で
の

対
応
を
目
指
す
。
電
話
や
来
所
で
寄
せ
ら

れ
る
在
留
手
続
き
や
雇
用
、
医
療
な
ど
生

活
に
関
わ
る
疑
問
や
悩
み
事
に
対
応
す
る
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
看
板
を
掲
げ
た

福
田
知
事
は
相
談
員
に
対
し
、「
セ
ン
タ
ー

が
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
丁
寧
に
、

適
切
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
３
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ

ビ
で
行
わ
れ
た
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

（
Ｓ
Ｏ
）
」
夏
季
世
界
大
会
で
、
卓
球
の

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
と
男
女
ダ
ブ
ル
ス
の
２

種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
宇
都
宮
市

在
住
の
薄
井
え
り
か
選
手
に
４
月
15
日
、

知
事
特
別
表
彰
の「
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」

が
贈
ら
れ
た
。
２
０
１
１
年
に
続
い
て
２

回
目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
の
後
、
福
田

知
事
は
「
大
会
を
通
じ
て
１
セ
ッ
ト
し
か

取
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
た
。
完
勝
だ
」

と
た
た
え
た
。

　
獨
協
医
大
の
特
任
教
授
を
努
め
る
福
田
知

事
は
６
月
５
日
、
北
小
林
の
同
大
で
、
医
学

部
１
年
生
ら
約
１
３
０
人
を
対
象
に
講
義
を

行
っ
た
。
「
令
和
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

に
〜
医
療
の
道
を
目
指
す
新
入
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
生
へ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
２
０
１
３
年
、
特
任
教
授
に

就
任
し
、
講
義
は
７
回
目
。

　
福
田
知
事
は
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
、

日
本
酒
の
嗜
好
の
変
化
を
例
に
挙
げ
、
「
医

療
人
と
し
て
多
種
多
様
な
人
と
向
き
合
う
こ

と
に
な
る
。
マ
ル
チ
医
療
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
強
調
。
「
や
っ
て
み
た
い
事
に

は
大
い
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、

講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

「
い
ち
ご
王
国
」盛
大
に
１
周
年

母
親
の
子
育
て
支
援
で
協
定

「
い
ち
ご
王
国・栃
木
の
日
」

　
50
年
連
続
で
生
産
量
が
全
国
一と
な
っ

た
県
産
イ
チ
ゴ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
た
め
、
県
が
昨
年
、
「
い
ち
・

ご
」
の
１
月
15
日
を
「
い
ち
ご
王
国
・

栃
木
の
日
」
と
宣
言
し
て
か
ら
１
年
と

な
っ
た
15
日
、
県
庁
で
１
周
年
を
記
念

し
た
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催

し
た
。
午
後
１
時
15
分
、
県
議
会
棟
で

開
か
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
「
国
王
」

の
福
田
知
事
が
、
宇
都
宮
短
大
付
属
高

の
生
徒
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
し
た

赤
い
マ
ン
ト
の
衣
装
に
身
を
包
ん
で
２

階
か
ら
登
場
。
「
イ
チ
ゴ
や
い
ち
ご
王

国
栃
木
に
愛
着
を
持
ち
、
１
年
を
通
じ

て
イ
チ
ゴ
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
で
県

内
各
地
域
を
盛
り
上
げ
て
『
イ
チ
ゴ
と

い
え
ば
栃
木
』
『
栃
木
と
い
え
ば
イ
チ

ゴ
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
県
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
」
検
定
や
、
イ

ン
ス
タ
映
え
す
る
イ
チ
ゴ
に
ち
な
ん
だ

写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
若
い
世
代

も
意
識
し
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
。
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モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
観
光
資
源
を
掘

り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
、
日
本
一

の
お
も
て
な
し
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
」
と
総
括
。
「
こ
れ

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
。
Ｄ
Ｃ
の

目
標
で
あ
る
『
観
光
で
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
』
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
東
武
鉄
道
と

県
が
協
力
し
て
展
開
し
て
き
た
国

内
最
大
規
模
の
観
光
企
画
「
本
物

の
出
会
い 

栃
木
」
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）。

２
０
１
７
年
の
「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
、

18
年
の
「
本
Ｄ
Ｃ
」
に
続
き
、
今

年
の
「
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
」
と
、
３

年
間
に
わ
た
っ
た
本
県
の
Ｄ
Ｃ
が

幕
を
閉
じ
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
県
な
ど
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東
地

方
知
事
会
の
定
例
会
議
が
５
月
22
日
、
東

京
都
内
で
開
か
れ
、
国
へ
の
施
策
や
予
算

に
関
す
る
提
案
・
要
望
な
ど
12
項
目
を
決

め
た
。

　
福
田
知
事
は
、
県
が
４
月
19
日
に
立
ち

上
げ
た
外
国
人
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
件
数
が
１
カ
月
で
１
７
２
件
に

上
が
っ
た
例
を
挙
げ
、
「
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
総
合

的
な
方
針
を
新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
関
係
機
関
が
情
報
共
有
や

相
互
連
携
を
図
る
総
合
調
整
の
場
を
国
の

　
「
ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」

（
４
月
〜
６
月
ま
で
開
催
）の
オ
ー

多
文
化
共
生
へ 

施
策
提
案

◇
１
月
１
日
　
皇
居
／
新
年
祝
賀
の
儀
参
列

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
を
前
に
年
頭
訓
示

／
「
職
員
１
人
ひ
と
り
が
広
報
課
と
し
て

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
」

◇
１
月
15
日
　
「
い
ち
ご
王
国
」
１
周
年
祝

う
／
「
イ
チ
ゴ
と
言
え
ば
栃
木
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
。

◇
２
月
21
日
　
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
出

発
式
／
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い

て
乗
り
心
地
が
良
い
」
と
知
事
。

◇
２
月
26
日
　
宮
中
茶
会
に
参
列

／
代
表
で
お
祝
い
の
お
言
葉
を

述
べ
る
。

◇
３
月
２
日
　
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
梅
田

地
下
街
で
「
い
ち
ご
王
国
・
栃

木
フ
ェ
ア
in
大
阪
」
／
「
う
ま

い
で
〜
栃
木
の
イ
チ
ゴ
」

◇
３
月
９
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
「
ア
フ
タ
ー

Ｄ
Ｃ
」
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
／
「
今
年

も
栃
木
を
宜
し
く
」
と
知
事
。
　

◇
３
月
10
日
　
宇
都
宮
向
田
線
バ
イ
パ
ス
全

線
開
通
／
「
物
流
の
効
率
化
や
地
域
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
」

◇
３
月
14
日
　
天
皇
陛
下
即
位
3
0
年
県
民

の
集
い
／
「
県
民
は
両
陛
下
に
深
い
敬
愛

と
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

◇
４
月
１
日
　
新
採
用
職
員
に
訓
示
／
「
若

い
力
、
新
し
い
発
想
で
、
栃
木
を
勢
い
づ

け
る
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
」

◇
５
月
１
日
　
令
和
へ
の
改
元
に
合
わ
せ
、

知
事
謹
和
／
「
ご
即
位
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
」

◇
５
月
19
日
　
国
道
宇
都
宮
高
根
沢
バ
イ
パ

ス
一
部
開
通
／
「
物
流
の
効
率
化
、
地
域

間
交
流
の
促
進
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
。

◇
５
月
31
日
　
大
阪
市
内
で
関
西
栃
木
県
人

会
／
「
栃
木
県
の
魅
力
を
関
西
に
広
め
て

い
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
」
と
挨
拶
。

◇
６
月
24
日
　
内
閣
府
／
中
根
内
閣
府
副
大

臣
に
地
方
創
生
の
推
進
を
要
望
。

◇
６
月
28
日
　
農
水
省
／
吉
川
農
相
に
、
新

食
肉
セ
ン
タ
ー
稼
働
控
え
、
牛
肉
輸
出
、

早
期
実
現
を
要
望
。

◇
６
月
29
日
　
日
光
道
・
篠
井
Ｉ
Ｃ
開
通
／

日
光
道
の
意
義
に
触
れ
「
本
県
産
業
・
観

光
振
興
を
支
え
る
重
要
な
道
路
」
と
挨
拶
。

関
東
地
方
知
事
会

「
パ
ラ
駅
伝 

ｉｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
９
」で
優
勝

11
言
語
で
雇
用
な
ど
支
援

外
国
人
向
け
相
談
窓
口
開
設

魅力実力 全国へ発信
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
と
ち
ぎ
へ

磨
き
上
げ
た
観
光 

満
喫
を

医
療
担
う
学
生
に
エ
ー
ル

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

福
田
知
事
、独
協
医
大
で
講
義

東奔西走の日々東奔西走の日々
主
導
で
設
け
る
こ
と
や
、
日
本
語
や
日
本

社
会
の
生
活
習
慣
な
ど
を
学
べ
る
機
会
を

提
供
す
る
公
的
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
た
。

　
会
議
後
、
福
田
知
事
は
「
国
と
県
や
市

町
村
の
役
割
分
担
も
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
部
分
を
明
確
に
し
、
真
の

共
生
社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。

３
月
14
日
、天
皇
陛
下
の
ご
即
位
30
年
を
祝
う
県
民
の

集
い
で
挨
拶
す
る
福
田
知
事
＝
宇
都
宮
市
文
化
会
館

県
チ
ー
ム
「
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
と
ち
ぎ
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
五
輪
卓
球
で
「
金
」

薄
井
選
手
に
２
度
目
の
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
６

日
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
で
行
わ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
あ
い
さ
つ
で
、
夜

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
明
か
り
で
彩

る
な
ど
２
３
３
の
特
別
企
画
を
用

意
し
た
と
説
明
。
「
国
内
外
の
お

客
さ
ま
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
を
行
っ
て
き
た
。
県
民

の
皆
さ
ま
に
は
お
も
て
な
し
と
、

栃
木
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

Ｄ
Ｃ
３
年 

賑
や
か
に
幕

 

知
事「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」

　
「
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
」
が
６
月
30

日
、
最
終
日
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
小
山

駅
で
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
セ
レ

とちぎ外国人相談サポートセンターの
看板を掲げる福田知事（左）

２度目のスポーツ功労賞を受賞した薄井さん（左）

ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
開
催
を
記
念
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る

福
田
知
事（
中
央
）ら
＝
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

　
県
が
４
月
か
ら
始
め
る
「
よ
う
こ
そ
赤

ち
ゃ
ん
！
支
え
愛
（
あ
い
）
事
業
」
は
、

県
内
の
全
て
の
母
親
が
地
域
全
体
で
子
育

て
を
応
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
県
や
市
町
、
企
業
が
連
携
し
な

が
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
も
の
。

　
２
月
４
日
、
県
と
県
市
長
会
、
県
町
村

会
、
花
王
（
東
京
都
中
央
区
）
は
事
業
の

推
進
に
関
わ
る
連
携
協
定
を
県
庁
で
締
結
。

花
王
栃
木
工
場
（
市
貝
町
）
で
作
ら
れ
た

「
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
！
支
え
愛（
あ
い
）事
業
」

紙
お
む
つ
を
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
袋
を
、

市
町
を
通
じ
て
贈
る
。

　
３
月
25
日
に
は
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食
品

（
東
京
都
渋
谷
区
）
が
県
庁
で
締
結
式
を

行
い
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。
栃
木

さ
く
ら
工
場
で
作
ら
れ
た
乳
幼
児
向
け
麦

茶
を
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
箱
贈
る
。

　
福
田
知
事
は
「
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
は
意
義
深
い
。
事
業
に
よ

っ
て
、
産
後
間
も
な
い
母
親
へ
の
支
援
が

進
む
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
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東
京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
陸
上

競
技
場
で
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
パ

ラ
駅
伝
　
ｉ
ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
９
」

で
栃
木
県
チ
ー
ム
「
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
と
ち

ぎ
」
が
３
連
覇
を
果
た
し
た
。
パ
ラ
駅
伝

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
あ
る
ラ
ン
ナ
ー

や
健
常
者
の
ラ
ン
ナ
ー
９
人
（
伴
走
者
含

む
）
の
チ
ー
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝

で
、
４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に

は
海
外
も
含
め
て
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　
優
勝
メ
ン
バ
ー
は
走
順
に
、
岩
池
優
希

と
伴
走
者
の
高
久
亮
、
仲
井
真
大
、
薄
井

遥
珈
、
日
向
野
聖
隆
、
奥
山
春
奈
、
浅
野

俊
也
、
宇
佐
美
佳
菜
、
増
渕
倫
巳
の
９
選

手
。
メ
ン
バ
ー
は
４
月
26
日
に
県
庁
を
訪

れ
福
田
知
事
に
優
勝
を
報
告
。
服
部
監
督

は
「
１
人
ひ
と
り
が
実
力
を
発
揮
し
互
い

に
カ
バ
ー
し
合
っ
て
優
勝
で
き
た
」
と
話

し
、
福
田
知
事
は
「
ぜ
ひ
来
年
の
Ｖ
４
に

向
け
て
鍛
錬
し
て
下
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

パ
ラ
駅
伝
で
３
連
覇
を
果
た
し
た
「
ベ
リ
ー
グ
ッ

ド
と
ち
ぎ
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
知
事

いちご王国の「国王の衣装」で登場した福田知事

協定を結び、子供に贈る紙おむつなどを持つ、
（左から）古口町村会会長、福田知事、河尻花王
栃木工場長、佐藤市長会会長＝県庁

アサヒグループ食品と協定書を
取り交わした締結式＝県庁

獨協医大で講義する福田知事

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す

る
、
改
正
出
入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
が

４
月
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
県
は
４

月
19
日
、
宇
都
宮
市
の
と
ち
ぎ
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
内
に
「
と
ち
ぎ
外
国
人
相
談
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　
英
語
や
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
を

話
せ
る
相
談
員
が
所
属
し
、
最
終
的
に
は

タ
ガ
ロ
グ
語
な
ど
を
加
え
た
11
言
語
で
の

対
応
を
目
指
す
。
電
話
や
来
所
で
寄
せ
ら

れ
る
在
留
手
続
き
や
雇
用
、
医
療
な
ど
生

活
に
関
わ
る
疑
問
や
悩
み
事
に
対
応
す
る
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
看
板
を
掲
げ
た

福
田
知
事
は
相
談
員
に
対
し
、「
セ
ン
タ
ー

が
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
丁
寧
に
、

適
切
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
３
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ

ビ
で
行
わ
れ
た
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

（
Ｓ
Ｏ
）
」
夏
季
世
界
大
会
で
、
卓
球
の

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
と
男
女
ダ
ブ
ル
ス
の
２

種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
宇
都
宮
市

在
住
の
薄
井
え
り
か
選
手
に
４
月
15
日
、

知
事
特
別
表
彰
の「
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」

が
贈
ら
れ
た
。
２
０
１
１
年
に
続
い
て
２

回
目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
の
後
、
福
田

知
事
は
「
大
会
を
通
じ
て
１
セ
ッ
ト
し
か

取
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
た
。
完
勝
だ
」

と
た
た
え
た
。

　
獨
協
医
大
の
特
任
教
授
を
努
め
る
福
田
知

事
は
６
月
５
日
、
北
小
林
の
同
大
で
、
医
学

部
１
年
生
ら
約
１
３
０
人
を
対
象
に
講
義
を

行
っ
た
。
「
令
和
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

に
〜
医
療
の
道
を
目
指
す
新
入
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
生
へ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
２
０
１
３
年
、
特
任
教
授
に

就
任
し
、
講
義
は
７
回
目
。

　
福
田
知
事
は
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
、

日
本
酒
の
嗜
好
の
変
化
を
例
に
挙
げ
、
「
医

療
人
と
し
て
多
種
多
様
な
人
と
向
き
合
う
こ

と
に
な
る
。
マ
ル
チ
医
療
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
強
調
。
「
や
っ
て
み
た
い
事
に

は
大
い
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、

講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

「
い
ち
ご
王
国
」盛
大
に
１
周
年

母
親
の
子
育
て
支
援
で
協
定

「
い
ち
ご
王
国・栃
木
の
日
」

　
50
年
連
続
で
生
産
量
が
全
国
一と
な
っ

た
県
産
イ
チ
ゴ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
た
め
、
県
が
昨
年
、
「
い
ち
・

ご
」
の
１
月
15
日
を
「
い
ち
ご
王
国
・

栃
木
の
日
」
と
宣
言
し
て
か
ら
１
年
と

な
っ
た
15
日
、
県
庁
で
１
周
年
を
記
念

し
た
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催

し
た
。
午
後
１
時
15
分
、
県
議
会
棟
で

開
か
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
「
国
王
」

の
福
田
知
事
が
、
宇
都
宮
短
大
付
属
高

の
生
徒
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
し
た

赤
い
マ
ン
ト
の
衣
装
に
身
を
包
ん
で
２

階
か
ら
登
場
。
「
イ
チ
ゴ
や
い
ち
ご
王

国
栃
木
に
愛
着
を
持
ち
、
１
年
を
通
じ

て
イ
チ
ゴ
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
で
県

内
各
地
域
を
盛
り
上
げ
て
『
イ
チ
ゴ
と

い
え
ば
栃
木
』
『
栃
木
と
い
え
ば
イ
チ

ゴ
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
県
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
」
検
定
や
、
イ

ン
ス
タ
映
え
す
る
イ
チ
ゴ
に
ち
な
ん
だ

写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
若
い
世
代

も
意
識
し
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
。
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「
令
和
元
年
を
迎
え
て
」

開
催
準
備
の
状
況

《
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
》

　「
県
民
に
愛
さ
れ
、
県
民
が
誇
れ

る
、
県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
拠

点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
26

年
よ
り
計
画
を
ス
タ
ー
ト
。

　
昨
年
ま
で
に
、
軟
式
野
球
場
や

ラ
ク
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
場
等
順
次

完
成
。
今
年
７
月
に
ナ
イ
タ
ー
照

明
付
栃
木
県
営
本
球
場
完
成
。

　
新
武
道
館
（
今
年
11
月
）
、
新

ス
タ
ジ
ア
ム
（
屋
根
付
き
２
５
０

０
０
人
収
容
・
来
年
４
月
）
、
新

体
育
館
・
屋
内
水
泳
場
（
再
来
年

１
月
末
）
の
予
定
で
順
調
に
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

《
競
技
役
員
の
養
成
計
画
》

　
審
判
や
競
技
運
営
業
務
に
携
わ

る
、
競
技
団
体
公
認
の
審
判
資
格

取
得
者
を
、
新
た
に
１
２
０
０
人

程
度
養
成
し
、
県
内
有
資
格
者
を

倍
増
し
た
い
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

　
広
報
・
運
営
・
情
報
支
援
・
選

手
団
サ
ポ
ー
タ
ー
等
、
手
話
・
要

約
筆
記
、
介
助
な
ど
を
含
む
大
会

運
営
に
必
要
と
さ
れ
る
、
１
万
人

を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
順
次

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

《
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
》

　
こ
れ
ま
で
も
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
い
ち
ご
一
会
」
・
ダ
ン
ス

「
い
ち
ご
一
会
ダ
ン
ス
」
に
よ
る

普
及
啓
発
や
、
「
い
ち
ご
一
会
募

金
」
の
実
施
な
ど
、
国
体
に
向
け

た
「
い
ち
ご
一
会
」
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　
こ
の
夏
か
ら
は
、
現
在
募
集
し

て
い
る
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
ダ
ン
ス
講

習
会
を
開
催
し
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
・
ダ
ン
ス
の
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
く
。
11
月
４
日
に
は
、
国
体

開
催
３
年
前
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
す

る
な
ど
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。

《
競
技
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
》

　
平
成
26
年
５
月
に
設
置
し
た
、

第
77
回
国
民
体
育
大
会
栃
木
県
競

技
力
向
上
対
策
本
部
が
中
心
と
な

り
、
競
技
力
向
上
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
「
組
織
体
制
の
整
備
・
拡

充
」
、
「
選
手
の
発
掘
・
育
成
・

強
化
」
、
「
指
導
者
の
養
成
・
資

格
の
向
上
」
、
「
競
技
力
向
上
の

た
め
の
環
境
整
備
」
を
４
つ
の
柱

の
も
と
、
天
皇
杯
・
皇
后
杯
獲
得

に
向
け
て
、
総
合
的
・
計
画
的
に

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

《
第
　回
全
国
障
害
者

　ス
ポ
ー
ツ
大
会（
障
ス
ポ
）》

　
障
ス
ポ
は
、
国
体
本
大
会
の
直

後
に
３
日
間
で
開
催
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
会
期
は
10
月
29
日
か
ら

31
日
の
３
日
間
と
決
定
し
た
。

《
結
び
に
》

　
今
回
の
開
催
決
定
を
受
け
て
、

令
和
４
年
の
国
体
イ
ヤ
ー
に
向
け

栃
木
が
動
き
出
し
た
。

　
栃
木
の
魅
力
と
実
力
を
国
内
外

に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
公
私
に
わ
た
り
ご
指

導
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

新たなステージへ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
毎
年
母
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
農
大

生
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
を
頂
く
が
、

今
年
は
５
月
７
日
に
県
庁
を
訪
ね
て

く
れ
た
。そ
の
時
あ
る
記
者
さ
ん
か

ら「
知
事
か
ら
最
近『
あ
り
が
と

う
』と
言
わ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
」

と
聞
か
た
。咄
嗟
の
こ
と
に
戸
惑
い

な
が
ら「
昨
年
、35

周
年
を
祝
う
会
で

の
挨
拶
の
中
で

『
あ
り
が
と
う
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
直
接
言
っ
て

欲
し
か
っ
た
で
す

ね
」と
答
え
た
。

　
夕
食
時
に
そ
の

話
を
す
る
と
夫
か
ら「
い
つ
も
手
紙

に
書
い
て
る
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
そ
う
言
え
ば・・・夫
は
何
か
あ
る

と
手
紙
を
書
い
て
く
れ
る
。
便
せ

ん
に
数
枚
で
あ
っ
た
り
、一
筆
箋
に
数

行
で
あ
っ
た
り
。最
近
で
は「
美
味

し
い
お
に
ぎ
り
毎
日
あ
り
が
と
う
！

元
気
に
働
け
る
の
も
そ
の
お
陰
。

感
謝
！
感
謝
！
感
謝
！
」と
書
い
た

一
筆
箋
が
お
弁
当
の
袋
の
中
に
入
っ

て
い
た
。す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た（
笑
）。

　
我
が
家
の
ま
ー
く
ん（
黒
パ
グ
）

も
１
歳
に
な
っ
た（
写
真
は
夫
の
誕

生
日
で
）。や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
は
相
変

わ
ら
ず
で
、庭
や
家
の
中
を
元
気
に

走
り
回
っ
て
い
る
。散
歩
が
好
き
で
、

す
ご
い
力
で
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
私

は
早
朝
、夫
は
帰
宅

後
、総
合
運
動
公
園

を
30
分
ほ
ど
歩
い
て

く
る
の
が
日
課
と
な
っ

た
。
ま
ー
く
ん
の
お

陰
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
二
男

陽
の
選
挙
で
は
大
変

お
世
話
に
な
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
支

援
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
う

べ
く
、宇
都
宮
市
の
一
層
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。変
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
半
年
間

の
福
田
知
事
は
、

１
月
は
平
成
最
後
の「
歌
会
始
の
儀
」

に
参
列
し
、
２
月
は
天
皇
陛
下
即
位

30
年
の
宮
中
茶
会
に
招
か
れ
代
表
で

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
５
月
に

は
「
大
嘗
祭
」
で
使
う
コ
メ
の
産
地

に
亀
卜
で
栃
木
県
が
選
ば
れ
た
。
知

事
就
任
以
来
、
節
目
節
目
の
行
事
に

立
ち
合
っ
て
き
た
福
田
知
事
だ
が
、

何
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

　
５
月
１
日
よ
り
令
和
の
御
代
と

な
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。

平
和
で
穏
や
か
な
世
の
中
が
続
き
、

県
民
誰
も
が
、
夢
や
希
望
が
叶
い
、

県
勢
も
益
々
発
展
す
る
令
和
の
時

代
を
願
い
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
７
月
末
に
は
上

皇
・
上
皇
后
両
陛
下
が
那
須
に
行

幸
啓
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
お
元
気
な

御
姿
を
拝
見
し
、
お
出
迎
え
・
お

見
送
り
に
も
熱
が
入
っ
た
。

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

正
式
決
定

　
７
月
17
日
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
第
77
回

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
の

開
催
（
こ
れ
ま
で
は
内
定
）
と
、

期
間
を
10
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で

の
11
日
間
と
す
る
こ
と
が
正
式
決

定
さ
れ
た
。

　
昭
和
55
年
の
第
35
回
大
会
「
栃

の
葉
国
体
」
以
来
42
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
。

　
本
大
会
に
先
が
け
て
、
冬
季
大

会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
・
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
会
を
、
世
界
遺
産
の

あ
る
日
光
市
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
令
和
４
年
の
栃
木
県
は
ま

さ
に
国
体
イ
ヤ
ー
と
な
る
。

　
さ
ら
に
は
、
国
体
の
名
称
で
行

わ
れ
る
最
後
の
国
民
体
育
大
会
と

い
う
こ
と
も
特
徴
の
１
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
　

　
令
和
４
年
の
開
催
に
向
け
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す

様
々
な
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
競
技
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

栃
木
に
集
う
多
く
の
方
々
の
記
憶

に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
栃
木

県
の
総
力
を
挙
げ
て
大
会
の
成
功

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
は
２
月
17
日
、

ホ
テ
ル
東
日
本
を
会
場
に
２
８
０

ゆ
り
の
会
新
年
会

尾
瀬
沼
ハ
イ
キ
ン
グ

余
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
来
賓
の
先
生
方
や
県
会
議
員
、

市
会
議
員
の
夫
人
方
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
い
た
後
、
福
田
知
事
が
直
近

１
年
間
の
県
政
を
報
告
。
亥
年
の

選
挙
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

華
や
か
な
中
に
も
緊
張
感
が
漂
う

雰
囲
気
の
な
か
会
は
進
行
し
た
。

　
乾
杯
の
後
の
余
興
は
、
大
学
生

の
内
藤
千
裕
さ
ん
が
得
意
の
マ
ジ

ッ
ク
を
披
露
し
て
く
れ
た（
写
真
）。

抽
選
会
や
写
真
撮
影
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
に
会
は
終
始
和
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
と
み
か
ず
サ

ン
バ
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

　
今
年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
７
年
ぶ

り
に
尾
瀬
沼
へ
。
６
月
９
日（
日
）、

雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
あ
い

に
く
の
天
候
の
中
、
80
名
余
の
参

加
者
は
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
一

路
尾
瀬
沼
へ
向
か
っ
た
。

　
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
御
池
駐
車

場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換

え
30
分
ほ
ど
で
沼
山
峠
へ
到
着
。

　
登
山
道
入
り
口
か
ら
尾
瀬
沼
ま

で
木
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
随
分

歩
き
や
す
く
な
っ
た
が
、
６
月
上

旬
と
い
う
の
に
木
道
に
は
残
雪
が

あ
り
か
な
り
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
て
、
滑
っ
て
転
ん
だ
方
に
は
お

気
の
毒
だ
っ
た
。

　
湿
原
で
は
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
・

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
・
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
等
が
見
頃

を
迎
え
て
い
た
。

リビングとちぎの取材に応じる福田知事＝県庁応接室）

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

福
田
知
事
に
牛
乳
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
す
る
内
藤
千
裕
さ
ん（
左
）

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

2019年度 下半期の行事予定
知事と語る会　　　日 時 ： 11月ごろ
       　  　　　　　場 所 ： 未定
  　　       ※日時・場所等決まり次第お知らせ致します。
もちつき大会　　　日 時 ： 12月１日（日）
　　　　　　　　　場 所 ： 今宮１丁目公園
　　　　　　　　　会 費 ： 大人 300円 子ども100円
ゆりの会新年会　　日 時 ： 令和２年２月16日(日)
    (女性のみ）　　　 場 所 ： ホテル東日本宇都宮
　　　　　　　　　会 費 ：  5,000円

文化講演会のお知らせ
講　師　家 田 荘 子 さん
　　　　　　（作家・僧侶）
演　題 「取材現場から」
　　　　  ー私の出逢った人たちー
日　時　９月30日（月）
    　   　  午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　１，０００円
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参
加
者
は
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
広
大
な
湿

原
の
尾
瀬
を
満
喫
し
た
。

《
知
事
が
撮
影
し
た
３
枚
の
写
真
》

【
左
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
三
平
下
に
向
か
っ
て
少
し

　
　
　
歩
く
と
ま
た
水
芭
蕉
が
群

　
　
　
生
し
て
い
た
　

【
右
下
】
大
江
湿
原
か
ら
尾
瀬
沼

　
　
　
へ
向
う
参
加
者

【
左
下
】
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
の
下
で
可

　
　
　
憐
に
咲
く
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ


